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※概要（Summary ）： 
	
 大気圧非平衡プラズマによる殺菌作用が報告され

着目されている [1]．食品衛生利用の一例として，柑
橘系果実に宿し腐敗原因となるミドリカビについて

の応用例が示され，プラズマで生成する酸素原子によ

ってカビ胞子が不活化されていることがわかってき

ている [2]．しかしながら，さらに照射な不活化機構
については明らかとなっていない．そこで，プラズマ

照射によって生体に発生するフリーラジカル信号を

電子スピン共鳴（ESR）装置による測定によって計測
することを試みた．その結果，カビ胞子のフリーラジ

カル信号の検出に成功したことを報告した [3]．さら
に，このフリーラジカル信号を手がかりとして，不活

化機構の考察を進めてきた． 
※実験（Experimental）： 
・利用装置：In-situ電子スピン共鳴（ESR) 
	
 本研究では，プラズマを作用させた生体試料を準備

して，ガラス管に封止して ESR測定を行った．また，
試料をガラス板に塗布して，ESR 測定部に設置して
から，上流部で µ波プラズマを発生させてラジカルや
プラズマ光を試料に照射させている最中の実時間

ESR測定を行った． 
※結果と考察（Results and Discussion）： 
	
 プラズマ照射したカビ胞子の電子スピン共鳴信号

の変化を観察して，不活化との対応について詳細を調

べることができた．ESR 信号の減少にみられるフリ
ーラジカル信号の消滅を生じると不活化が進むこと

が明らかとなった． 
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